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応用分野等

発光性微粒子はオプティカル・ユースに最適。各種ポリ

マーとの相溶性が高く容易に透明フィルムが作製可能。大

きなストークスシフト、耐熱性、低退色も期待できる。→

塗装や意匠材料、透過型ディスプレイ材料฀無蛍光微粒子は

ポリマーの力学特性改善用フィラーとして利用可能。同粒

子は熱的安定性に優れ、かつポリマーとの相溶性が高い。

→シリカ等の無機フィラーの代替材料・着色剤・光散乱剤

等

高分散性・高安定性オール有機蛍光ナノ粒子

研究内容

キーワード
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